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時 間： 13 時～16 時 
場 所： サテライトキャンパス B スタ 
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2011 年 2 月 24 日（木） 定例研究会報告 
テーマ： 中国における経済成長・都市発展戦略の転換と社会生活の変容 
報告者： 李国慶／徐向東／南裕子／沈潔 
時 間： 15：30～18：00 
場 所： サテライトキャンパス・スタジオＡ 
参加者数：21 名（学外報告者／社研所員／社研参与／学内外院生／一般市民） 
報告内容概略： 


























－ 37 － 
2011 年 2 月 26 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 雇用保障と労働組合の役割―『雇用保障の経済分析』の検討― 
報告者： 白井邦彦（青山学院大学経済学部教授） 
司会 ： 兵頭淳史（本学経済学部准教授） 
時 間： 14：00－17：30 
場 所： 専修大学神田校舎 7 号館 764 教室 
参加者数：15 名 
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2011 年 2 月 26 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 「自治体行政の現状と課題―新潟県新発田市の事例―」 
報告者： 藤田雅善（新潟県新発田市職員） 
時 間： 14：00－17：00 








 2005 年 5 月、新発田市、紫雲寺町、加治川村が合併し、新新発田市となった。合併後の
市長選挙後、JR 新発田駅の橋上化計画は変更され、新市長によって「バリアフリー」化を
優先することが決まった。合併後の地方交付税の増加によって、学校施設の改修が可能に
なったなどの例がある一方で、合併の実施を決定する要因であった少子高齢化、地域経済
の冷え込みなどは改善されていない。老朽化が進む市庁舎の改修、旧県立病院跡地の活用、
行政サービスの改変など、対応できていない課題も多い。 
 とくに、職員の職場環境の変化については、職員一人に対する業務の責任と権限の増大、
新たな業務の追加、また、旧新発田市職員と旧紫雲寺町および旧加治川村職員との間での
業務に対する認識の差を埋める作業、以前から存在する人事異動ローテーションの弊害な
ど、業務改善が大きく求められる状況にある。 
 そのような中でも、月岡観光協会の自立や旧紫雲寺町の産業祭りの復活など、ボラン
ティア市民による活動を刺激したといえる。また、行政組織内での業務効率化を行なう「静
かな改善」の取り組みも始まっている。 
 フロアからは、そもそも「業務の効率化」を促進する制度ではない行政組織の中での、
業務改善に対する職員の見解、合併にともなう市議会の変革、合併後の行政を主導する首
長の方向性、人事異動ローテーションが実施される目的と合併後の業務の効率化との間の
摩擦について、多くの質問がなされ、また活発な議論が交わされた。 
記：専修大学大学院法学研究科任期制助手・末次俊之 
 
